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■取手市の現況
　取手市は，人口約１１万人，面積約６,９９４ｈａ，うち市街
化区域面積約１,８０９ｈａのまちで，古くは水戸街道の宿場
町として，近年は首都圏のベッドタウンとして発展して
きました。東京４０㎞圏の国道６号・ＪＲ常磐線が通る県
境に位置するため，「茨城県の玄関口」としての役割を
担ってきましたが，昨年の「常磐線上野東京ライン」の
開通により，取手駅から東京駅，品川駅まで，乗り継ぎ
せずにそれぞれ最短４０分，４９分で結ばれ，その役割が強
化されました。
　取手駅，藤代駅，そして取手市と筑西市を結ぶ「関東
鉄道常総線」の各駅の周辺に市街地が広がっており，な
かでも常総線ゆめみ野駅を核とした「ゆめみ野地区」は，
平成８年から現ＵＲ都市機構が区画整理事業を施行し，
平成２３年にまち開きを行った新しい市街地です。地区面
積は約７９.７ｈａ，計画人口は６,１００人で，地区内に小学校，
近隣公園（約４.６ｈａ）を配し，「人にやさしい街」「自然
環境を活かした水と緑の街」「市民参加型の地域で育む
街」をテーマにまちづくりが進められています。
　市が直面する喫緊の課題は，他の自治体と比較しても
早いスピードで差し迫る少子高齢化への対応です。市の
高齢化率は昨年３０％を超え，４年後の平成３２年には３人
に１人が高齢者となる将来推計が出ています。また，平
成２６年の合計特殊出生率は，全国平均の１.４２を大きく下
回る１.０５という数値となっており，これらに早急に対応
する政策，まちづくりを推進しています。

■ウェルネスプラザの開館
　平成２７年１０月１日，取手駅前で施行されている取手駅
北土地区画整理事業地内に，「取手ウェルネスプラザ」が
開館しました。約３,６００㎡の敷地内に，鉄骨造地上３階
建，延床面積約３,０００㎡の建築物と，約１,８００㎡の多目

的公園「取手ウェルネスパーク」が一体的に整備されて
います。ウェルネスプラザには，「市民交流支援機能」
「健康づくり支援機能」「子育て支援機能」の３つの機能
が配され，それぞれの機能が互いに連携し，相乗効果が
期待できる複合施設となっています。
　利用者からの各種機能に対する評価も高く，市内外か
らの来館者数は，月平均で２万人を超えています。

【ウェルネスプラザの機能】
①市民交流支援機能
　４００席の座席と舞台，音響装置を備えた多目的ホール
では，市民の音楽発表会は勿論のこと，プロの演奏家の
コンサートも開くことができます。自動収納の座席や舞
台を収納すれば平場のホールとなり，展覧会やパーティ
など，市民交流の場，文化発信の場として利用できます。
その他，講座・会議等に利用できるセミナールームや，
人々の滞留の場となるオープンテラス，ウェルネスパー
クも備えています。
②健康づくり支援機能
　市立保健センターがウェルネスプラザ内に移転し，健
診や相談機能の充実が図られ，健康づくりのための総合
的な取り組みが行われています。その他検診室，相談室，
クッキングスタジオ，健康スタジオ，トレーニングジム
を備え，市民の健康づくりのアドバイス等を行っています。
③子育て支援機能
　約３００㎡の空間に，子どもの知力や体力の発達を促す
遊具が置かれたキッズプレイルームでは，ゼロ歳児から
小学生までの子どもたちがのびのびと遊ぶことができま
す。また，ここで子育て相談も実施されており，保健セ
ンターと連携した子ども・子育て支援を行うことができ
ます。市内はもとより，県内近隣市町，千葉県柏市，我
孫子市等からの子育て世代にもご利用をいただいています。
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【ウェルネスプラザ整備の経緯・目的】
　ウェルネスプラザの整備目的は，まさに少子高齢化対
応です。平成２１年，取手駅北土地区画整理事業地におけ
る土地利用構想の再立案に着手した際，策定作業の一環
として，「取手らしさの再創」をテーマにまちづくりのア
イデアを全国から公募した結果，多くの提案において少
子高齢化に対応したまちづくりの必要性が示されました。
これらの提案を踏まえ，また，市の少子高齢化の進展を
鑑み，「健康，医療，福祉，そして環境」をコンセプトに
掲げ，「市民の健康を増進し，活力を創出する中心市街地
“ ウェルネス・タウン取手の創造”」を新しい土地利用構
想として策定しました。
　以後，市は同構想に基づき，事業提案公募による複合
医療施設「取手ｉセンター」の誘致，太陽光発電機能を持
つ機械式自転車駐車場「サイクルステーションとりで」
の整備，そして，それらの施設と取手駅を結ぶバリアフ
リー経路としてペデストリアンデッキの延伸を行うなど，
コンセプトに沿ったまちづくりを行ってきました。
　そして，ウェルネスプラザは，以上のような経緯・背
景のもと，子どもから高齢者までの健康づくり，幸せ
（生きがい）づくりの場として，構想の中核的施設とし
て計画・整備されたものです。また同時に，施設利用者
等の来訪と滞留がまちの賑わいを醸成し，これまで空洞
化が進展していた取手駅周辺の中心市街地活性化に繋が
ることもあわせて期待されます。
　今後も魅力ある，そして持続可能な中心市街地を創出
するため，構想に基づいたまちづくりを進め，取手駅北
土地区画整理事業の早期の完成を目指していきます。

■上新町環状線の全線開通
　平成２７年１１月２５日，取手駅周辺の中心市街地を含む
市街地エリアを環状に連絡する都市計画道路３・４・３
号「上新町環状線」が全線開通しました。同線について
は，これまで県と市が共同で整備を行い，完成区間等か
ら漸次供用を開始してきましたが，最後に残された，常
磐線鉄道をオーバーブリッジで跨ぐ「井野工区」
（１,３９０ｍ）の整備が昨年完了し，昭和３６年の計画決定
から実に５４年の歳月を経て，環状線としての開通を迎え
ることができました。
　同線の開通により，国道６号と常磐線によって分断さ
れている市域東西の交通が円滑になり，中心市街地の通
過交通が分散され，さらに地域間の連携が強化されるこ
となどで，市の活性化に繋がることが期待されます。 

【上新町環状線を活用したまちづくり】
　同線の沿道には，ＪＲ取手駅，取手競輪場，常総線西取
手駅，ＪＡとりで総合医療センター（地域医療支援病院），
取手警察署，取手図書館等の公共施設が立地し，また，
県指定有形文化財である「旧取手宿本陣」や，全国でも
珍しいさざえ堂形式の堂宇を持つ「長禅寺」，とりで利根
川大花火大会の会場「取手緑地運動公園」，ＪＡ農産物直
売所「夢とりで」など，観光・レクリエーション資源も
点在しています。
　今後，市は，「歩くこと」が健康増進・維持に繋がると
いう科学的根拠に基づき策定された「スマートウエルネ
スとりでの推進」の方針に基づき，各種機能・資源に富
む同線をウオーキングコースとして整備し，健康づくり
に活用していく予定です。平成２７年中に完成したウェル
ネスプラザと上新町環状線という２つの都市施設を活用
して，市全域を対象とした健康づくり，まちづくりを進
めていきます。

■新たな商業・業務拠点の整備に向けて
　上新町環状線の全線開通を契機として，市は，沿道地
区となる桑原地区への商業・業務・流通機能等の立地に
よる新市街地整備事業を計画しています。同地区は，取
手駅周辺の中心市街地から北東へ約２㎞，国道６号と上
新町環状線が交差するエリアに広がる市街化調整区域の
約６７.６ｈａです。取手駅周辺市街地と藤代駅周辺市街地を
結ぶ南北軸の中間地点に位置する同地区は，取手市都市
計画マスタープランにおいて，「新規土地利用創出ゾー
ン」と位置付けられており，多くの人々が集い，交流す
ることができる複合商業施設など，新たな産業拠点の土
地利用を推進するものとされています。
　この桑原地区において，大規模な商業・業務施設の立
地を核とした土地区画整理事業での市街地整備を目指し，
現在検討が進められています。昨年には，地権者による
土地利用の検討組織も立ち上がり，事業化に向けた検討
会等を進めているところです。上新町環状線全線開通と
いう推進材料を得た今，市も地権者の皆さんとともに，
新たなまちづくりの実現に取り組んでいきます。
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